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情報ネグトワ グと企業間関係

役員兼任と企業間関係の測定ー

一般システム理論と組織論

大手小売業の競争戦略

企業閣組織についての一考察

途上国企業経営:飛隠へのステップ

会社支配の発展類型

日仏多国籍企業の人事管理

スウェーデンにおける職務研究と

作業組織の再編成 159 功同非、

降旗武彦教授略歴・著作目録

昭和 61年 1月

東郡穴事経済号奮
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降旗武彦教授略歴

大正11年(1922) 6月9日 長野市に生まる

昭和10年(1935) 4月 長野県立長野lド学校入72

昭和15年(1940)3月 同校卒業

昭和15年(1940)4月 弘前品等学校X科甲類入学

昭和17年(1942)9月 戦時特別措置により，同校繰り上げ卒業

昭和17年(1942)10月 京都帝国大学経済学部入学

昭和18年(1943)12月 中羽:動員により舞鶴海兵団入団

昭和19年(1944)2月 第 4期海軍予備学生を命ぜられ，武山，館山，横須賀で訓

昭和19年(1944)12月

昭和賞年(1945) 4月

昭和2C年(1945) 9月

昭和22年(1947)9月

昭和22年(1947)10月

昭和23年(1948) 4月

昭和25年(1950)3月

昭和25年 (1950) 4月

昭和26年(1951) 5月

昭和26年(1951) 6月

昭和26年(1951) 7月

昭和27年(1952) 4月

昭和29年 (1954)4月

昭和32年(1957)11月

練を受ける

海軍少尉に任ぜられ，巡作艦「矢釘IJ乗組

戦艦「大和」以下10隻からなるJ;道燃料の特攻艦隊として

沖縄に向けて出事，徳之島西方海上において，アメリカ艦

載機群と遭遇，激戦となる。戦闘中，出暴由i破片により，頭

蓋骨陥没骨折の重傷で一時意識を失う。 I矢対IJ沈没時，

意識回復，洋七に漂うこと数時間，戦闘終了とともに，沈

没をまぬがれた駆逐艦「冬月」により救助，佐世保海軍病

院に収容，病院生活のうちに終戦を迎える。

復員，復学の手続きをすませたが，傷，容易に癒えず，通

院しながらの学生生活が続〈。

庁、都帝国大学経済学部におし、て，学士試験合格，同大学卒

業

京都大ず'経済学部大学院入学

第一期特別研究生

同終了

第二期特別研究生

教員適格と判定

|可大学院退学

京都大学講師経済学部勤務

余良女子大学非常勤講師(昭和初年3月まで〕

関丙大学商学部非常勤講師(昭和34年 3月まで〕

京都大学助教漫経済学部勤務
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昭和33年(1958) 6月 天理大学非常勤講師(昭和34年 3月まで〕

昭和34年(1959) 1 ~ 2月 b高知大学非常勤講柿(集中講義〕

昭和35年(1960) 7月

昭和38年 (1963)10Jl 

昭和41年(1966) 9月

昭和43年 (1968)2月

昭和43年(1968) 4月

昭布145年(1970) 6月

昭和45年(1970)10月

昭和45年(1970)10月

昭和45年 (1970)11月

昭和46年(1971) 4月

昭和46年(1971) 6月

昭和46年(1971)11月

昭和47年(1972) 1月

アメリカ合衆国へ[111昆 ミシガン大学経営学部にて研究に

従事(昭和37年7月まり

京都府立よ学文家政学部非常勤講師〔昭和45年 9月まで〉

学術史励審議会専門委員(昭和43年 8月まで〕

学術審議会専門委員(昭和49年 7月まで〕

}e，都工宗繊維大学非常勤講師

京都大学教授経済学部勤務

学術伝興会経営問題第1日8委員となり現在に釜石

学生部委員〈昭和46年 9月まで〉

苫書「経営管理過程諭旧新展開J (日本生産性本部 昭和

45年〉に対して，第13回日経経済図書文化賞受賞

名古屋ん学経済学部大学院非常勤講師

京都市建終審査会委員となり，現在に至る

著書「経営管理過程論の新辰開」に対して，京都大学経済

学博士授与

京都大学経済'宇部長京都大学評議員 図書館商議会商議

員

学部長発令前夜 1月 9日午後7時のニユースで，経済学

部助手の指名手配を知る。翌10目，学部長発令とともに，

こ目前例のない閑題の取り扱いに没頭，一連の団交等に対

処するうちに，狭心症の発作が連続したため 4刀はじめ入

院，昭和47年 (1972) 5月，学部長および併任委員の辞任

のやむなきにいたる。

昭和47年(1972)7月 退院職場復帰

昭和51年(1976) 7月 京都大学評議員大学院審議会審議員

昭和52年(1977) 4月 同志社女子大学非常勤講師現在に至る

昭和52年(1977)11月 評議員および併任委員詐任

昭和田年(1980) 4月 信州大学教授経済学部勤務に配置換え(経済学部が人文

学部より独立するのに際L，京都大学経済学部の諒解を得

て)，京都大学経済学部併任

昭和57年(1982) 4月 京都大学教授経済学部勤務にもどる

昭和田年(1983) 5月 大学設置審議会専門委員となり，現在に至る

昭和59年(1984) 1 ~ 3月 名古屋大学経済学部大学院非常勤講師



昭和60年 (1985) 6月
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京都大学70周年記念の基金に上り， 1ヶ月間，イギリス，

フラン:*，四ドイツ日経営学研究・教育の現状視察のため

出司長。

なお，この間，学部長となり健康を害するまで， よきにわたり， 日本経営学会，組織

学会等の各種学会の型事，評議員ヲ幹事等日委員を務めた。
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降旗武彦教授著作目録

著書

株式会社経営論〔絶版〉

経蛍管理過程論の新展開

経営学原理

編著書

企業組織と環境適合
〈赤岡劫と以編者)

経営学の課題と動向
(飯野春樹，浅沼寓里，赤岡功と共編著〉

経蛍学小辞典
〈岡本康雄，河合忠彦と共編〕

翻訳

森山 書広 呼和19何60年〉8月

(日経日本図書生文産性化賞本部受賞〕 昭(和lE7405〕年目月

実教 出版 唱〈和198616年〕2月

同 文 舘 昭〈和1D7538年〉9月

中央経済社 昭仁和19田79年〉11月

有 斐 閣 昭E和19田83年〉7月

経営同題の国際的動向〔平升泰大郎編，第10回
国際経営会議ならびに第8回国際経蛍社会問
題会議記録および報告。共同翻訳〉

森山書庖
昭和田年11月
(955) 

C， 1バーナード薯
経営者の役割 (1日訳，田杉競監訳〉

論 文

経蛍経済学にお円る経済性概念、につし 1

て

企業における制度的認識

取締る役取会締役と企会業に経コ営ーアメリカにおけ
いて一

人間労関使係論関をめぐる 考察
一 係との関連におけるー

企業における官僚主義

企業者の変質と企業者活動

企業者と経蛍者

ダイヤモンド社 昭和31年 9月
(956) 

経済論叢第臼巻第4・5号官認す5月

平と外井郭泰太関郎係編」 「経営書可の内部関係 昭和田年9月
国5CiH号(1951)

集日本「経株営学会編 経営学論集22 昭和26年 9月
題J同王室社と企業経営白諸聞 く1951)

経済論叢第72巻弟 1号 昭(和19四53)年 5月

p， R 第 4巻第11号 昭(和1928年11月
53) 

集白本「経労使営学関会係編の基経本営問題論叢|集25 昭(和195249〉年 6月

P. R 第 5巻第8号 昭(和29年 8月
1954) 



降旗武彦教授著作目最

技術的革新と独占企業
アメリカにおけるテレビν ョンの P. R.第6巻第9号

lnnovatlonを中心として

独占体制と技術的革新
アメ 'Jカrおける盛光灯の 経済論叢第76巻第 5号

mnovat1onを中心としてー

個人と組織
ノミーヲードの TheFunction of the 経済論叢第79巻第 1号

Executiveの検討を中心としてー

ビジネス・リーダ シッフ。論の本質
パ ナ ドのりーダーシッフ論と P. R 第 8巻第 l号

の関連における

経営組織における責任の測定
-E. Jaquesの Measurementof 経営七ミナ 第 2巻第8号
Responsibility， 1956を中心としてー

経営組織と規則 特に規則をめぐる緊
張の問題との関連から 人間と経営 64号

経営管理の概念と体系 京大経済学部創立40周年記念
一つの組織論的視点よりする試論ー論文集[経済学論集」

アメリカ経営学のー動向(1) 経済論叢第91巻第5号

ブメリカ経営学のー動向(2) 経済論叢第91巻第6号

γ メリカ経首芋の一動向(3) 経済論叢第四巻 第2号

f品織Enとteシλ テム A.EE.nRviitrよ巴o，nTile 
会山日編本本純事，I務経監能営修率シ，協ス会vテスムナのム研研究究」'Pをci中sed and its IIlent， 

1963 むとする

経蛍形態論 青平井林泰書太院新郎編社 「経営学」

経首管理のプロセス 有田斐杉競閣編「経営管理総論」

経営管経理営管に理おけの発る過展程と理管論理過白性程格概(念1)ー 経済論叢第98巻第5号

経営一伝管理統的に管お理吋論る過の程理論理論的基の性礎格(2) 経済論叢第四巻 第6号

経営一程新概管理念しーにい経お営け管る過理程論班の論発展の叶と格管(理3)過 経済論叢第四日巻第s号

経営と管対理象論規再定考につ基い本て的ー諸概念の検討 経済 3論号叢第106巻第
1・2・

経営に管理に(お1)けるシステム概念の変遷
ついて 経済論議第107巻第 1日
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昭和田年 9月
(1955) 

昭和30'年II月
(1955) 

昭和32年1月
(1957) 

昭和田年 1月
(1957) 

昭和32年8月
(1957) 

昭和38年12月
(1958) 

昭和34年 5月
(1959) 

昭和四年5月
(1963) 

昭和88年6月
(1968) 

昭和38年お月
(1963) 

昭和39年12月
(1964) 

昭和40年1月
(1965) 

昭和41年 5)j 
(I966) 

昭和41年II月
(I966) 

昭和42年6月
(1967) 

昭和42年11月
(1967) 

昭和45年 9月
(1970) 

昭和46年 1月
(I971) 
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経営管理に(再お2)けるシステム概タ念デの変を遷ふ
昭〔和194761年〕11月についてーケース・ス ィ 経済論叢第1口8巻第 5号

まえての論

環境状Ca況ntlnとg組e織nc化y適Ap応p(r1o)achとの関連 経済論叢第凹巻第村号賢司iizf，5
においてー

環笠干間の検討主主fYJ専問yをめぐる若 経済論叢第113巻第6号 昭〔和194749〕年6月

経営管理由機能構造 経 済論叢第山巻第制号問中ZAi

経営戦時論に関する若干の考察(1) 経済融業第133巻第3号 昭〔和19田84年〉3月

経営戦略論に関する若干の考察(2) 経済論叢第133巻第4・6号昭月和(田19年84生〉 5 

経営戦略論に関する若干の考察(3) 経済論叢第四巻第M 号間513Li

経営戦略諭に関する若干の考察(4) 経済論叢第136巻第 1号 昭(和196850年)7月

英文論文

The Conc明 aI1122SEEofBUSIness The Rむ6otoEIni r2s9it2y NEoC . 
Management avy hDwi-spcouisI1stedm川 ic Rev叩 VOTe 寸0・ (Ap叫 1959)
from an Organizational 

EVGlutm of System Concept m MaE Th  Rk4同w"叩日V山olmtyEC叩 〔AP134109b7白5~ 
辻邑巴menLThemy mic Rewiew Vo1. 45， No. 1--2 

Code B The RKyEuotio eUnztper5s5{t，y NE0.co1 n0・A Consideration on Corpora te ::itrat巴gy mic 回 v~'í~'55~ ..YN:;.~~í'~- (April， 1985) 

書 評

占白部桃都書美房 「経昭営和管13理午論J 国民経済雑誌第119巻第 1号 昭〈和194649年〉 1月

渡丸瀬善浩昭「経和4営6組年織の基礎理論」 組織科学第5巻 4号 昭〈和197472年〉 1月

辞典執筆

止レーマンの経済性= 平ダ井イ泰ヤ太モ郎ン編ド社「経首学辞央」 昭(和192572年)12月

な三ミ取品歳 理組ミ織ミミ分科ミ権学管的理管組理織法ミミ 事青典山J平都凡留，社脇村編「経済学 昭〔和192549〉年 6月

ミアメりカの株式会社における最高管 東高五刺洋経重降済編新報「経社営学辞典」 昭(和194627〕年11月
理組織ミ


